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議事日程 

 

第１ 同意第２号 川棚町副町長の選任について同意を求める件 

第２ 同意第３号 川棚町教育長の任命について同意を求める件 

第３ 同意第４号 川棚町教育委員会委員の任命について同意を求める件 

第４ 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する件 

第５ 報告第 10 号 令和３年度決算に基づく川棚町の健全化判断比率及び資金

不足比率の件 

第６ 議案第 43 号 令和４年度川棚町一般会計補正予算（第４回） 

第７ 認定第１号 令和３年度川棚町一般会計決算認定 

第８ 認定第２号 令和３年度川棚町国民健康保険事業特別会計決算認定 

第９ 認定第３号 令和３年度川棚町後期高齢者医療特別会決算認定 

第 10 認定第４号 令和３年度川棚町介護保険事業特別会計決算認定 

第 11 認定第５号 令和３年度川棚町観光施設事業特別会計決算認定 

第 12 認定第６号 令和３年度川棚町下水道事業会計決算認定 

第 13 認定第７号 令和３年度川棚町水道事業会計決算認定 
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（１０：００） 

議 長 ご起立願います。おはようございます。着席ください。 

ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

 

日程第１ 同意第２号 

 

議 長 日程第１、同意第２号「川棚町副町長の選任について同意を

求める件」を議題といたします。ここで、川内水道課長の退場を求めます。 

 

（川内和哉水道課長退場） 

 

議 長 本件についての説明を求めます。町長。 

町 長 皆様、おはようございます。同意第２号「川棚町副町長の選

任について同意を求める件」について提案理由を説明いたします。 

副町長については、現在馬場副町長の任期が令和４年９月３０日をもって

満了を迎えることから、議案のとおり馬場副町長の後任として、現水道課長

の川内和哉氏を選任したく、地方自治法第１６２条の規定により、議会のご

同意をお願いするものであります。 

川内和哉氏は議案に記載しておりますとおり、現在、川棚町中組郷にお住

まいで、年齢は昭和４２年３月１８日生まれの現在５５歳でございます。川

棚町のご出身であり、昭和６１年３月に大村高等学校を卒業後、同年４月に

本町に採用されてから現在まで３６年６か月本町職員として勤務されており

ます。その間、主な役職といたしましては、平成１１年４月に水道課業務係

長、平成２８年４月に税務課長、平成３１年４月に健康推進課長、令和３年

４月から水道課長を務められております。 

川内和哉氏は温厚かつ聡明な人柄で、また、本町職員としての豊富な経験

から、地方自治に関して卓越した識見を有しておられ、職員並びに住民から

の信頼も厚く、副町長に適任であることを認めますのでご提案するものであ

ります。 
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なお、副町長の任期は令和４年１０月１日から令和８年９月３０日までの

４年間であります。 

以上、ご提案いたしますので、ご審議の上、ご同意くださいますようお願

いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、同意第２号「川棚町副町長の選任について同意を求める件」の

採決を行います。この採決は起立によって行います。 

本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議 長 はい。全員起立です。したがって、同意第２号「川棚町副町

長の選任について同意を求める件」は、同意することに決定をいたしまし

た。 

（１０：０４） 

議 長 ここで、川内水道課長の入場を許します。 

 

（川内和哉水道課長入場） 
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（１０：０４） 

 

日程第２ 同意第３号  

 

議 長 次に、日程第２、同意第３号「川棚町教育長の任命について

同意を求める件」を議題といたします。本件について説明を求めます。町

長。 

町 長 同意第３号「川棚町教育長の任命について同意を求める件」

についての提案理由を説明いたします。 

教育長の任命につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第４条第１項の規定により、教育長は地方公共団体の長が議会の同意を得て

任命することとされております。 

現在の竹下教育長の任期が本年９月３０日をもって満了を迎えることか

ら、議案のとおり竹下教育長の後任として、諸岩達哉氏を川棚町教育長とし

て任命したく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、議会の同意をお願いするものであります。 

諸岩氏は、議案に記載しておりますとおり、川棚町中組郷１３１９番地４

にお住まいで、年齢は昭和３１年３月１９日生まれの６６歳でございます。

昭和５４年３月に九州産業大学を卒業され、同年４月から長崎県教育委員会

に採用され、以来、教諭、教頭を経て、平成１６年４月からは千綿中学校校

長、平成１９年１月からプラハ日本人学校校長、平成２２年４月から諫早市

立琴海中学校校長、平成２５年４月から佐世保市立山澄中学校校長を歴任さ

れ、平成２８年３月に定年退職後、佐世保市教育委員会社会教育課、佐世保

市文化振興課などを経て、現在は佐世保市立大野中学校の講師を務められて

おります。 

諸岩氏は温厚で誠実な人柄で、また、４０年以上にわたり学校教育に携わ

り、教育について豊富な経験と識見を有しておられ、住民からの信頼も厚

く、本町の教育長として適任であり、その職務を十分に果たしていただける

ものと期待しておりますので、このたびご提案申し上げるものであります。 

なお、教育長の新たな任期は、令和４年１０月１日から令和７年９月３０
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日までの３年間であります。 

以上、ご提案いたしますので、ご審議の上、ご同意くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、同意第３号「川棚町教育長の任命について同意を求める件」の

採決を行います。この採決は起立によって行います。 

本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議 長 はい。全員起立です。したがって、同意第３号「川棚町教育

長の任命について同意を求める件」は、同意することに決定をいたしまし

た。 

（１０：０９） 

 

日程第３ 同意第４号 

 

議 長 次に、日程第３、同意第４号「川棚町教育委員会委員の任命
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について同意を求める件」を議題といたします。本件について説明を求めま

す。町長。 

町 長 同意第４号「川棚町教育委員会委員の任命について同意を求

める件」について、提案理由を説明いたします。 

教育委員会の組織については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第３条において、教育長及び４人の委員をもって組織すると規定されており

ますが、このたび、委員である五反田睦子氏の任期が、１０月１４日をもっ

て満了となります。そこで、現在委員としてご活躍いただいております五反

田睦子氏を引き続き教育委員会委員として任命したく、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意をお願いする

ものであります。 

五反田氏は議案に記載しておりますとおり、川棚町五反田郷１８５番地に

お住まいで、年齢は昭和３８年６月２５日生まれの５９歳でございます。昭

和６０年３月に岡山県倉敷市立短期大学を卒業され、現在は長崎川棚医療セ

ンター内にありますさくら保育園の園長先生として勤務されております。こ

れまで川棚中学校野球部の保護者会会長や、川棚高等学校ＰＴＡ副会長を務

めるなど、子どもたちの健全育成やＰＴＡ活動に熱心に取り組んでこられ、

温厚で誠実な人柄は住民からの信頼も厚く、教育委員会委員として適任であ

ると認めますので、ご提案申し上げるものであります。 

ご審議の上、ご同意くださいますようお願い申し上げ、提案理由とさせて

いただきます。 

議 長 これから質疑を行います。 

６ 番 山 口 すみません。任期はいつまでなんでしょうかね。ちょっと説

明なかったんですけど。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 はい。私からお答えいたします。任期は令和４年１０月１５

日から令和８年１０月１４日の４年間でございます。以上です。  

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですね。 

 

（発言なし） 
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議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、同意第４号「川棚町教育委員会委員の任命について同意を求め

る件」の採決を行います。この採決は起立によって行います。  

本件は、これに同意することに賛成の方は起立願います。  

 

（賛成者起立） 

 

議 長 はい。全員起立です。したがって、同意第４号「川棚町教育

委員会委員の任命について同意を求める件」は、同意することに決定をいた

しました。 

（１０：１３） 

 

日程第４ 諮問第１号 

 

議 長 次に、日程第４、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に

関する件」を議題といたします。本件について説明を求めます。町長。  

町 長 諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に関する件」の提案

理由を説明いたします。 

人権擁護委員は法務大臣が委嘱することになっておりますが、人権擁護委

員法第６条第３項により、市町村長は議会の意見を聞いて、候補者を推薦し

なければならないと定められております。 

現在、本町は４人の方が人権擁護委員の委嘱を受けておられますが、その
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うち、石橋房江氏におきましては、令和４年１２月３１日をもって任期満了

となり、本人より退任の意思が示されております。その後任に山下智恵子氏

を候補者として推薦したく、議会の意見を求めるものであります。  

山下氏は五反田郷１２０番地にお住まいで、昭和３５年１０月１４日生ま

れの６１歳であります。同氏は昭和５６年２月に九州文化学園短期大学食物

科を卒業後、同年４月から川棚町職員として給食センターに勤務され、その

後、平成２７年１月に退職されております。退職後は特別養護老人ホームく

じゃくの家や川棚特別支援学校に勤められており、人権に対する理解が深

く、また、人格、識見が高く、人権擁護委員として適任と認め、候補者とし

て推薦するものでございます。 

なお、委員の任期は令和５年１月１日から３年間となっております。 

以上で説明を終わりますが、候補者として推薦することにつきまして、ご

決定いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。本件に対する反対者の発言を許します。  

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、諮問第１号「人権擁護委員候補者の推薦に関する件」の採決を

行います。この採決は起立によって行います。 

本件は、これを適任者と認めるとの意見とすることに賛成の方は起立願い

ます。 
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（賛成者起立） 

 

議 長 はい。全員起立です。したがって、諮問第１号「人権擁護委

員候補者の推薦に関する件」は、適任者と認めると答申することに決定をい

たしました。 

（１０：１６） 

 

日程第５ 報告第１０号 

 

議 長 次に、日程第５、報告第１０号「令和３年度決算に基づく川

棚町の健全化判断比率及び資金不足比率の件」を議題といたします。報告内

容の説明を求めます。町長。 

町 長 報告第１０号「令和３年度決算に基づく川棚町の健全化判断

比率及び資金不足比率の件」についての報告をいたします。 

この健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の規定によ

り、監査委員の審査に付しておりましたところ、このたび、監査委員からそ

の審査意見書の提出がありましたので、その意見書を添付し、議会に報告す

るものであります。 

別紙にそれぞれの比率を表にして記載しておりますが、健全化判断比率及

び資金不足比率のいずれも、国が示した早期健全化基準及び経営健全化基準

以内の値となっています。 

なお、これら健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、今回の議

会報告後、速やかに公表を行うものであります。 

詳細につきましては、企画財政課長から説明いたしますので、よろしくお

願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。では、私の方から説明させていただきます。２枚目、

別紙をお開きください。 

まず、１ 健全化判断比率（法第３条関係）ですが、健全化比率の行が本
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町の令和３年度決算に基づく実績であります。 

その下の行の早期健全化基準と財政再生基準は法が定めた基準で、これら

の基準を上回ると市町村は財政の健全化、あるいは再生の計画を作成し、改

善を図らなければならないという基準であります。まず、健全化判断比率の

うちの実質赤字比率及び連結実質赤字比率ですが、この２つはいずれも実質

収支が黒字であったため、赤字比率自体が生じておりませんので横線バーで

表示しております。実質公債費比率は５．９パーセントで、早期健全化基準

の２５パーセントを下回っております。将来負担比率は３０．９パーセント

で、これも早期健全化基準の３５０パーセントを下回っております。  

次に、２の資金不足比率ですが、これは公営企業会計ごとの経営健全化判

断を行うもので、水道事業会計、下水道事業会計、観光施設事業特別会計が

対象となります。これら３つの特別会計は、いずれも資金不足が生じていな

いため、横線で表示しております。 

次に、表題を「健全化判断比率等の公表について」とした資料をお付けし

ております。１枚目に財政健全化法の目的や川棚町の財政状況について、２

ページ以降につきましては、健全化判断比率及び資金不足比率の計算基礎等

についてお示ししております。３ページの下段の表には、年度ごとの資金不

足比率を除いた指標数値の推移を示した表を掲げておりますが、傾向としま

しては、実質公債費比率が令和２年度に引き続き０．１ポイント減少し、一

定の改善が進んでおります。また、将来負担比率が令和２年度と比較して１

０ポイント増加しております。これは、新庁舎建設に伴う起債借入れの増加

及び基金の取崩しを行ったことが主な要因となっております。詳しい内容に

つきましては、後ほど資料をご覧いただくことで、説明は省略させていただ

きます。報告内容につきましては以上のとおりです。 

なお、財政健全化法に規定する健全化指標の公表につきましては、例年ど

おりお配りした公表資料をホームページに掲載し、また、概要を示したもの

を広報誌に掲載することにより公表したいと考えております。以上で説明を

終わります。 

議 長 これから質疑を行います。ありませんか。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：２２） 

 

日程第６ 議案第４３号 

 

議 長 次に、日程第６、議案第４３号「令和４年度川棚町一般会計

補正予算（第４回）」を議題といたします。提案理由の説明を求めます。町

長。 

町 長 議案第４３号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第４

回）」について提案理由を説明いたします。 

今回の補正予算は、歳入歳出予算の総額に増減はなく、訴訟に関する所要

経費を増額し、予備費で調整するものであります。 

内容につきましては、去る９月２６日月曜日に長崎地方裁判所佐世保支部

から川棚町を被告とする訴状が送達され、これを受理いたしました。  

本町としては、この訴えに対し応訴する必要があると判断したので、その

訴訟について見込まれる経費を今回補正予算として計上したものでありま

す。 

なお、補正予算の詳細につきましては、企画財政課長及び総務課長から説

明させますので、ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願いいた

します。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。私の方から補正予算の詳細につきまして説明させてい

ただきます。事項別明細書の５、６ページをお開きください。 

２款総務費であります。１項１１目諸費につきましては、今回の訴訟にお

いて見込まれる経費として、証人等が必要になる場合の７節報償費３万円及

び打合せ又は出廷のための８節旅費２万円を計上し、代理人弁護士との委任

契約として見込まれる１２節委託料、こちらを５０万円計上するものであり

ます。７、８ページをお開きください。 

１４款予備費であります。１項１目予備費につきましては、歳入歳出の見
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合いにより減額するものです。 

以上が、令和４年度一般会計補正予算（第４回）の内容でございます。 

議    長 総務課長。 

総 務 課 長 それでは、私から今回原告から提出された訴状の概略につい

てご説明をいたします。なお、訴状の詳細につきましては、本補正予算をご

決定いただいてから、代理人弁護士と委任契約を締結し、その上で原告の主

張を精査し、また、本町の主張を構築していくべきものでありますので、本

日の説明はあくまで訴状の概略の説明にとどめ、詳しい説明は差し控えさせ

ていただきたいと考えておりますので、あらかじめご了承いただきますよう

お願いいたします。 

今回、訴状を提出した原告ですが、原告は平成３０年３月から平成３１年

３月末までの間、本町の地域おこし協力隊に職され、本町において活動を

行っていた人物であります。 

原告の請求の趣旨といたしましては、川棚町を被告とし、被告は原告に対

し１６０万円及び年５分の金員を支払えという請求であります。 

請求の原因は、原告が本町の地域おこし協力隊として活動する中で、パ

ワーハラスメント及び不利益な扱いを受け、そのことにより多大な精神的苦

痛を受けたと主張するものであり、このことに対し、先ほど申し上げた金額

を支払えという訴えであります。私からの説明は以上です。 

議    長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。炭谷議員。 

１ １ 番 炭 谷 訴状の中の原告でありますが、名前を聞くことはちょっと申

し上げられませんが、男性であるか、女性であるかということは答えられれ

ば聞きたいと思いますけど。 

議 長 総務課長。 

総 務 課 長 先ほど活動した期間を申し上げておりますので、そこから推

測していただければと思います。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。本案に対する反対者の発言を許します。ありま

せんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 次に、賛成者の発言を許します。 

 

（発言なし） 

 

議 長 討論なしと認め、これで討論を終わります。 

これから、議案第４３号「令和４年度川棚町一般会計補正予算（第４

回）」の採決を行います。 

お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、議案第４３号「令和４年

度川棚町一般会計補正予算（第４回）」は、原案のとおり可決されました。 

（１０：２８） 

 

日程第７～１３ 認定第１号～認定第７号 

 

議 長 次に、日程第７、認定第１号「令和３年度川棚町一般会計決

算認定」から日程第１３、認定第７号「令和３年度川棚町水道事業会計決算

認定」までを川棚町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 認定第１号「令和３年度川棚町一般会計決算認定」から認定

第７号「令和３年度川棚町水道事業会計決算認定」までを一括上程いただき

ましたので、併せてご説明いたします。 

まず、認定第１号「令和３年度川棚町一般会計決算認定」から認定第５号

「令和３年度川棚町観光施設事業特別会計決算認定」までについてでありま
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すが、これらの決算につきましては、会計管理者から決算の提出を受け、去

る７月２８日、地方自治法第２３３条第２項の規定により、監査委員の審査

に付しております。このたび、９月５日に監査委員から当該決算に係る審査

意見書が提出されましたので、同条第３項の規定により、その意見を付し、

議会の認定をお願いするものであります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された各会計の歳入歳出

決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関す

る調書は、関係法令に準拠して作成されており、その計数は正確であること

を認める。また、予算の執行、財務に関する事務処理及び財産の管理につい

ても、概ね適正に処理され、各種事業は概ね所期の成果を収めていると認め

る。」との意見をいただいているところであります。 

続きまして、認定第６号「令和３年度川棚町下水道事業会計決算認定」に

ついてご説明いたします。 

認定第６号につきましては、川棚町下水道事業の川棚町長から令和３年度

川棚町下水道事業会計決算の提出を受けまして、去る７月１４日、地方公営

企業法第３０条第２項の規定により、監査委員の審査に付しております。こ

のたび、８月１９日に監査委員からの当該決算に係る審査意見書が提出され

ましたので、同条第４項の規定により、その意見を付し、議会の認定をお願

いするものであります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された下水道事業会計の

決算報告書、財務諸表その他附属書類は、関係法令に準拠して作成され、経

営成績及び財政状態を概ね適正に表示していると認める。」とのご意見をい

ただいているところであります。 

続きまして、認定第７号「令和３年度川棚町水道事業会計決算認定」につ

いてご説明いたします。認定第７号につきましては、川棚町水道事業の川棚

町長から令和３年度川棚町水道事業会計決算の提出を受けまして、去る７月

１３日、地方公営企業法第３０条第２項の規定により、監査委員の審査に付

しております。このたび、８月１９日に監査委員からの当該決算に係る審査

意見書が提出されましたので、同条第４項の規定により、その意見を付し、

議会の認定をお願いするものであります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された水道事業会計の決
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算報告書、財務諸表その他附属書類は、関係法令に準拠して作成され、経営

成績及び財政状態を適正に表示していると認める。」との意見をいただいた

ところであります。 

その他、詳細につきましては、会計管理者並びに担当課長から説明いたし

ますので、ご審議の上、認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

議 長 これから、会計管理者並びに各担当課長に追加説明、補足説

明をしていただきますが、説明が長くなるようであれば着座にて説明されて

結構でありますので、よろしくお願いをいたします。 

それでは、まず一般会計についての追加説明を求めます。会計管理者。 

会 計 管 理 者 それでは、初めに私の方から一般会計の決算について総括的

な部分のご説明をいたします。着座にて説明をさせていただきます。 

お手元にお配りしております「令和３年度川棚町一般会計 特別会計歳入

歳出決算書及び附属書類」と、本日お配りしております「令和３年度川棚町

一般会計歳入歳出決算書補足説明資料」でご説明させていただきます。ま

ず、決算書事項別明細書の７５ページをお開きください。 

ここには、実質収支に関する調書を記載しております。１の歳入総額は８

２億７，０９２万１，６２９円です。２の歳出総額は７９億５，９０２万８

４０円です。よって、３の歳入歳出差引額は３億１，１９０万７８９円とな

ります。４の翌年度へ繰り越すべき財源は、（２）の繰越明許費繰越額の

５，１２０万１，０００円のみでございまして、５の実質収支額は３の歳入

歳出差引額から、４の翌年度へ繰り越すべき財源の額を差し引いた２億６，

０６９万９，７８９円の黒字となっております。次にページを戻りまして、

決算書の２ページから９ページをご説明いたします。２ページから５ページ

までが歳入となります。それでは、決算書の４ページから５ページをお開き

ください。 

歳入合計は予算現額８７億８，９０２万８，０００円に対し、調定額８５

億８，８７０万４，５８６円、収入済額８２億７，０９２万１，６２９円、

不納欠損額４５６万４，５４３円、収入未済額３億１，３２１万８，４１４

円であり、予算現額と収入済額との比較は５億１，８１０万６，３７１円の

減となっています。次に、款ごとの説明をいたしますので、本日お配りして

おります補足説明資料をご覧ください。 
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１ページは歳入について記載しております。ここでは、例年どおり主なも

のについて簡単にご説明します。 

２款地方譲与税につきましては、国が国税として徴収し、一定の基準に

よって地方公共団体に譲与することとされているものであり、地方揮発油譲

与税、自動車重量譲与税、森林環境譲与税が交付されるもので、前年度比

１．４パーセント、７８万２，０００円の増となっております。決算書事項

別明細書の１２ページから１３ページに記載をしております。これ以後の記

載ページにつきましては、それぞれ後ほどご確認ください。 

８款自動車税環境性能割交付金につきましては、これまでの自動車取得税

が税制改正により廃止され、令和元年１０月１日以降は環境性能割が適用さ

れることになり、元年度新設されたもので、前年度比４．６パーセント、１

２万８，０００円の減となっております。 

１０款地方交付税につきましては、本町の歳入の中で最も割合が大きく、

２８．７パーセントを占めています。前年度比１３．５パーセント、２億

８，３３５万３，０００円の増となっております。 

１２款分担金及び負担金につきましては、前年度を上回った主な要因は、

新谷地区急傾斜地崩壊対策事業に係る受益者負担金で、前年度比３１パーセ

ント、６７６万９，８５３円の増となっております。 

１４款国庫支出金につきましては、前年度比４４．５パーセント、１１億

７，７１９万９，１１４円の減となっております。前年度を下回った主な要

因は、昨年度実施された特別定額給付金給付事業の実施がなく、国庫補助金

が減少したものでございます。 

１６款財産収入につきましては、２年度は立木売払収入及び出資金返還金

がありましたが、３年度はありませんでした。前年度比３４．１パーセン

ト、３２４万６，３９４円の減となっております。 

１７款寄附金につきましては、前年度比１９パーセント、９８９万１，４

００円の増で、そのうち、ふるさと応援寄附金が２，９１３件、６，１６０

万２，０００円となっております。 

１８款繰入金につきましては、前年度比２２９．９パーセント、１億４，

３６６万４，６３８円の増で、前年度を大きく上回った要因は、新庁舎建設

費の財源として役場庁舎建設基金を繰り入れたものです。 
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２１款町債につきましては、前年度比３４．１パーセント、２億９，８５

２万円の増となっております。以上で、歳入につきましての補足説明を終わ

ります。 

続きまして、歳出です。決算書の６ページから９ページまでが歳出となり

ます。決算書の８ページから９ページをお開きください。 

歳出合計は予算現額８７億８，９０２万８，０００円に対し、支出済額７

９億５，９０２万８４０円、翌年度繰越額５億８，３４６万６，０００円、

不用額２億４，６５４万１，１６０円であり、予算現額と支出済額との比較

は８億３，０００万７，１６０円でした。よって、歳入歳出差引残額は３億

１，１９０万７８９円となっております。 

款ごとの説明につきましては、本日お配りしております補足説明資料の歳

出２ページから４ページに記載しております。今回もコロナ関連事業成果報

告書を基に、款、項、目ごとに事業費の内容について主なものを簡単に説明

させていただきます。補足説明資料の歳出の２ページをお開きください。 

２款総務費につきましては、前年度比３３．８パーセント、８億５，３４

３万７，２０２円の減で、１項２目新型コロナウイルス感染症感染防止対策

事業費（繰越明許）は、出張の際の感染リスクを回避するための公用車の購

入に係る費用を支出いたしました。決算書事項別明細書の記載については、

ページを記載しておりますので、後ほどご確認ください。  

１項２２目庁舎内感染防止対策事業費は、感染対策用品として、手指消毒

液等の購入に係る費用を支出しました。 

庁舎衛生確保対策事業費は、感染対策用品として、飛沫拡散防止パネル設

置型机の購入に係る費用を支出しました。 

例規システム整備事業費は、行政手続きにおける書面規制、押印、対面規

制の見直し及びオンライン化を行うため、例規整備支援業務に係る費用を支

出しました。 

行政ＩＴ化推進事業費（繰越明許）は、ウェブ会議用物品調達として、

ウェブ用カメラ１５台を購入、その購入に係る費用を支出しました。 

３項２目オンライン申請関連機器導入事業費は、マイナンバーカードの普

及に伴う関連機器の購入に係る費用を支出しました。 

３款民生費につきましては、前年度比１７．６パーセント、４億１，２９
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８万１，９８４円の増で、１項１目住民税非課税世帯に対する臨時特別給付

金事業費は、１世帯当たり１０万円の臨時特別給付金を１，２２０世帯へ支

出いたしました。 

１項６目介護保険感染症対策事業費は、介護保険事業所等へ感染症の感染

拡大防止を図るために購入した消耗品、備品に係る費用の補助金として、補

助上限額８０万円を１９事業所に支出しました。 

２項１目保育所運営事業費は、保育所及び認定こども園へ感染症の感染拡

大防止を図るために購入した備品等に係る費用の補助金として、補助上限額

５０万円を６事業所に支出しました。 

放課後児童健全育成事業費は、感染症の感染拡大防止を図るために購入し

た消耗品、備品に係る費用の補助金として、補助上限額４０万円を町内学童

クラブ３事業者に支出しました。また、令和３年１１月１９日に閣議決定さ

れた「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」の一つである放課後児童

支援員等処遇改善臨時特例事業を実施、賃金の引上げを行うなど、処遇改善

を図った町内学童クラブ３事業所に対して補助金を支出しました。 

子ども・子育て支援事業費は、一時預かり事業、地域子育て支援拠点事

業、病後児保育事業を実施している施設へ感染症の拡大防止を図るために購

入した消耗品、備品に係る費用の補助金として、補助上限額３０万円を４事

業所に支出しました。また、前述と同様に、保育士・幼稚園教諭等処遇改善

臨時特例事業を実施、賃金の引上げを行うなど、処遇改善を図った５事業所

に対して補助金を支出しました。 

２項２目子育て世帯生活支援給付金給付事業費（その他世帯分）は、ひと

り親世帯以外の低所得の子育て世帯に対し、生活支援特別給付金として、対

象児童１人当たり５万円を１２８人に支出しました。 

子育て世帯への臨時特別給付金支援事業費は、新型コロナウイルス感染症

の影響に伴う子育て世帯へ臨時特別的な給付金として、対象児童１人当たり

１０万円を２，２２８人に支出しました。 

４款衛生費につきましては、前年度比５３．２パーセント、２億２，６７

８万９，１２７円の増で、１項２目新型コロナウイルス感染症対策予防接種

事業費及び予防接種事業費（繰越明許）は、新型コロナウイルスワクチン予

防接種１回目から３回目を集団接種会場と町内の個別医療機関において実施
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したもので、実施に係る各種費用について支出しました。  

１項５目新生児特別定額給付金事業費は、令和２年４月２８日以降令和３

年３月３１日までに生まれた新生児１人につき１０万円を世帯主に支出しま

した。次に２ページをお開きください。 

７款商工費につきましては、前年度比４．４パーセント、１，６６６万

３，１８１円の増で、１項５目飲食店感染拡大防止対策支援事業費は、「な

がさきコロナ対策飲食店認証制度」の認証を受けた飲食店５４事業所に対

し、１事業所につき給付金２０万円を支出しました。 

川棚町プレミアム付商品券事業費は、町内世帯に町内事業所で利用できる

２，０００円分のプレミアム付商品券「かわたなば元気にする券」を３，０

００円で販売したもので、登録事業所１３４のうち、１１５事業所に補助金

を支出しました。 

宿泊キャンペーン事業費は、「かわたなお得に泊まってキャンペーン」と

して、宿泊客１人当たり、９月２５日から１月１６日まで１泊上限額２，０

００円を４，５１１泊分、３月７日から３１日まで１泊上限額３，０００円

を１，２１１泊分、３宿泊施設へ助成しました。 

指定管理施設休業等協力支援事業費は、施設の休業等の措置を行った指定

管理者施設に対して、休業等協力金を繰り出すための費用であり、国民宿舎

くじゃく荘２か月分を繰り出し、支出をしました。 

長崎県事業継続支援給付金事業費は、令和３年８月又は９月の事業収入が

３０パーセント以上５０パーセント未満減少した４１事業所に給付金を支出

しました。 

長崎県事業継続支援給付金事業費（繰越明許）は、令和３年１月又は２月

の事業収入が５０パーセント以上減少した８０事業所に給付金を支出しまし

た。 

新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮協力金事業費（第１期）

は、長崎県の営業時間短縮要請に応じた５９事業所に協力金を支出しまし

た。対象期間は、令和３年８月１０日から２３日までの１４日間です。 

新型コロナウイルス感染拡大防止営業時間短縮要請協力金（第２期）、

（第３期）、（第４期）、（第５期）事業費は、それぞれ営業時間短縮の期

間を設け、長崎県の営業時間短縮要請に応じた事業所に協力金を支出しまし
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た。 

８款土木費につきましては、前年度比９．１パーセント、６，５６０万

２，０８０円の増で、１項２目緊急対応型雇用創出事業費は、就業機会を

失った町民に対して雇用創出を行うための費用で、２名の会計年度任用職員

の雇用に係る人件費等を支出しました。 

５項９目中央公園改修事業費は、中央公園体育館２階に換気設備の設置工

事、中央公園野球場及びテニスコートのベンチ改修工事を施工、工事費用を

支出しました。 

１０款教育費につきましては、前年度比３５．２パーセント、２億１，７

２０万４，７１０円の減で、１項４目オンライン学習環境整備事業費は、教

職員のＩＣＴ機器の活用支援のためのＩＣＴ支援員の配置に係る委託料、児

童生徒一人一台の学習者用端末の整備を完了するため、小学校低学年用のタ

ブレットの購入費用等を支出しました。 

学校ＩＣＴ教育活動継続支援事業費は、教育活動を継続するため、小中学

校において接触の機会を減少させるためのオンライン化を図る費用を支出し

ました。 

学校図書室利用促進事業費は、小中学校の図書室を児童生徒が安心して利

用できるように、図書室内の換気対策として各小中学校に空気清浄機、ＣＯ

２モニターを設置するための購入費用を支出しました。 

修学旅行キャンセル料支援事業費は、やむを得ず中止となった修学旅行の

キャンセルに係る費用を支出しました。 

学校保健特別対策事業費（現年度及び繰越明許）は、各小中学校の感染症

拡大の影響による学校教育活動の継続を支援するため、学校保健特別対策事

業費補助金を活用し、感染症対策用品等に係る費用を支出しました。以上

で、歳出につきましての補足説明を終わります。なお、そのほかの補足説明

資料につきましては、後ほどご確認ください。 

最後に、決算書事項別明細書７８ページから８３ページにかけて、財産に

関する調書を記載をしております。基金につきましては、８２ページから８

３ページに記載をしておりますのでお開きください。 

主な増減高につきましては、増額分は、一般会計財政調整基金に５，００

０万円、減債基金に５，０２１万５，０００円積立てをしております。減額
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分は、基金を取り崩し一般会計に繰り入れたものです。 

中山間ふるさと農村活性化基金１００万円は、イノシシ緊急特別対策事業

費及び道水路維持補修費の財源として繰り入れました。 

役場庁舎建設基金１億９，４００万円は、新庁舎建設費の財源として繰り

入れました。 

地域福祉基金１３１万５，０００円は、いきがいセンター管理費の財源と

して繰り入れました。 

森林環境譲与税基金９８万３，０００円は、森林環境譲与税事業費の財源

として繰り入れました。 

新型コロナウイルス感染症等対策基金３００万円は、飲食店感染拡大防止

対策支援事業費の財源として繰り入れました。以上で、私からの説明を終わ

ります。 

（１１：０１） 

議 長 ここでしばらく休憩をいたします。 

（１１：０１） 

（…休  憩…） 

（１１：１５） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 それでは、順次追加説明、補足説明を求めます。企画財政課

長。 

企画財政課長 はい。私のほうから一般会計の補足説明をさせていただきま

す。「令和３年度決算補足資料（一般会計）」こちらの横長の資料をお手元

にご準備ください。それでは、先ほどの資料を基にご説明いたします。この

資料につきましては、１０年間における決算の推移を取りまとめたもので、

決算統計から引用により長期的な観点から財政状況を比較検討するために毎

年作成し、決算補足資料として配布を行っております。まず１ページ目でご

ざいます。 

歳入決算の状況でありますが、各歳入の款ごとに１０年間の推移を取りま

とめております。主な増減につきましては、先ほど会計管理者からの説明と

重複いたしますので割愛させていただきます。なお、一番下の行の「町債－

公債費（元金）」でありますが、これは新たな借入から元金返済を差し引く
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ことによりまして、町の借金の減り具合を見てとれる行となっております。

この行がマイナスでありますと、町の起債残高が減っているという状況で、

これがプラスとなりますと起債残高が増えているという状況となります。続

きまして、２ページをお開きください。 

２ページ目につきましては、経常収支比率、積立金の残高、地方債現在高

などを取りまとめた表となっております。表の上から８段目にあります「Ｂ

／（Ａ＋Ｃ＋Ｄ）」の欄が財政指標として使われる経常収支比率でありまし

て、令和３年度は８０．２パーセントでありました。参考としまして、東彼

杵町、波佐見町の経常収支比率を掲げております。その下には、積立金現在

高、地方債現在高、そして下から２行目に財政力指数を掲載しております。

続きまして、３ページをお開きください。 

３ページにつきましては、決算書と同じく款ごとの目的別決算の状況を取

りまとめた表となります。こちらにつきましても会計管理者からの説明と重

複いたしますので、説明につきましては省略させていただきます。続きまし

て、４ページであります。 

４ページにつきましては、性質別決算の状況であります。この性質別決算

では、決算統計上のルールに従って性質別に仕分けられたものであります。

なお、義務的経費である人件費につきましては、令和２年度から会計年度任

用職員制度へ移行したことにより、物件費から人件費に仕分けられることと

なり、人件費が増額となっております。そして５ページ、６ページにつきま

しては、性質別決算の状況を波佐見町と東彼杵町の２町の分も取りまとめて

お付けしておりますので、ご確認いただければと思います。続きまして、７

ページをお開きください。 

７ページにつきましては、経常収支比率の推移のグラフであります。経常

収支比率は、人件費、扶助費、公債費などの義務的経常経費に、町税、普通

交付税、地方譲与税などといった経常一般財源がどの程度充当されているか

を示す比率であります。点線が財政指標として使われる経常収支比率で、令

和３年度は８０．２パーセントとなっております。前年度から２．８ポイン

トの減であります。続きまして、８ページをお開きください。 

義務的経費である人件費、扶助費、公債費の推移のグラフであります。扶

助費の増加傾向が継続しているといった傾向であります。続きまして、９
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ページをお開きください。 

９ページにつきましては、積立金と地方債の現在高、そして町債と公債費

元金償還額の推移のグラフであります。積立金につきましては、令和３年度

が１８億１，７００万円程度ということで、前年度と比較して約９，６００

万円程度減額しております。この減額の主な要因としましては、新庁舎建設

の本格化に伴い、庁舎建設基金を取り崩したことが主な要因であります。ま

た、地方債現在高につきましては、令和３年度が６２億４００万円で、前年

度から６億５，０００万円増額しております。こちらにつきましては、新庁

舎建設事業に係る起債借入れが主な要因となっております。以上で、補足資

料にて説明を終わらせていただきます。 

（１１：２１） 

議 長 はい。国民健康保険事業についての説明をお願いいたしま

す。 

健康推進課長 それでは、川棚町国民健康保険事業特別会計、令和３年度決

算についてご説明いたします。決算書の８６、８７ページをお開きくださ

い。 

歳入における調定総額１９億１，６４７万３，７６６円に対して、収入済

額が１８億５，３７８万７，７６７円で、収入率９６．７パーセントとなっ

ております。収入未済額の６，００２万２，９７１円は、国民健康保険税の

未済額であります。地方税法第１８条の規定によりまして、２６６万３，０

２８円を不納欠損処分しております。次のページをお願いいたします。 

歳出です。歳出における支出済額は、１７億５，９２９万３，０４１円で

あり、予算総額１８億４，８９２万３，０００円に対して、９５．２パーセ

ントの執行率でありました。決算書１０７ページをお開きください。 

実質収支に関する調書です。歳入総額１８億５，３７８万７，７６７円、

歳出総額１７億５，９２９万３，０４１円で、歳入歳出の差引額は９，４４

９万４，７２６円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はありませんでし

たので、実質収支額は同じく９，４４９万４，７２６円となります。１０９

ページをお開きください。 

財産に関する調書であります。基金の状況は記載のとおりでありまして、

年度内の積立５万２，７０８円を加えた１億９７８万７，５３４円の基金残
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高となっております。引き続きまして、成果報告書によりご説明いたします

ので、成果報告書１１９ページをお開きください。 

１の決算の概要についてですけれども、令和３年度国民健康保険事業にお

ける歳入額並びに歳出額につきましては、ここに記載のとおりでありまし

て、先ほど決算書の実質収支に関する調書により報告をしたところでござい

ます。 

２．歳入につきましては、歳入総額に対する国民健康保険税の占める割合

が１４．８パーセントでございます。県支出金は７２．４パーセント、繰入

金６．８パーセント、その他６パーセントとなっております。 

歳出につきましては、歳出総額のうち、保険給付費の割合が７４．６パー

セントと最も高くなっております。ほか、総務費０．５パーセント、国民健

康保険事業費納付金２３．４パーセント、保健事業費１．３パーセント、そ

の他０．２パーセントの割合となっております。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書の９２ページから記載

をいたしておりますので、後ほどお目通しいただきたいと思います。国民健

康保険事業特別会計につきましては、以上で説明を終わります。 

（１１：２５） 

議 長 はい。それでは、引き続き後期高齢者医療特別会計について

の追加説明をお願いいたします。 

健康推進課長 はい。それでは、引き続きまして川棚町後期高齢者医療特別

会計、令和３年度決算についてご説明をいたします。 

この後期高齢者医療制度につきましては、保険料が１割、現役世代の保険

料の一部として徴収される支援金が４割、公費負担５割として構成されてお

りまして、国民全体で支える仕組みとなっております。歳入歳出につきまし

ては最終的には同額となり、精算は次年度で行うこととなっております。決

算書の１１２ページ、１１３ページをお開きください。 

歳入における調定総額１億９，７７４万３，１３９円に対しまして、収入

済額は１億９，５９４万７３９円で、収入率９９．１パーセントとなってお

ります。収入未済額の１８０万２，４００円は、後期高齢者医療保険料の未

済額であります。次のページをお願いいたします。 

歳出における支出済額は、１億９，５５９万２，７５２円となり、予算総
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額１億９，６３６万７，０００円に対して、９９．６パーセントの執行率で

ありました。１２３ページをお開きください。 

実質収支に関する調書であります。歳入総額１億９，５９４万７３９円、

歳出総額１億９，５５９万２，７５２円で、歳入歳出差引額は３４万７，９

８７円となります。翌年度へと繰り越すべき財源はありませんので、実質収

支額は同じく３４万７，９８７円となります。続いて、成果報告書によりご

説明いたします。成果報告書の１３２ページをお開きください。 

１の決算の概要ですが、歳入並びに歳出額はここに記載しているとおりで

ありまして、先ほど決算書の実質収支に関する調書によりご説明したところ

であります。 

２．歳入につきましては、歳入総額に対する後期高齢者医療保険料が占め

る割合が６９．３パーセントであります。繰入金が占める割合が２７．９

パーセント、その他２．８パーセントとなっております。 

３の歳出につきましては、歳出総額に対する総務費の割合が３．２パーセ

ント、後期高齢者医療広域連合納付金の割合が９６．８パーセントとなって

おります。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書１１８ページから記載

をいたしておりますので、お目通しいただきたいと思います。以上で説明を

終わります。 

（１１：２８） 

議 長 はい。続けて、介護保険事業特別会計についての追加説明を

求めます。長寿支援課長。 

長寿支援課長 はい。それでは、私の方から川棚町介護保険事業特別会計、

令和３年度決算についてご説明いたします。決算書は１２６、１２７ページ

をお開きください。 

歳入における調定総額１４億７，２０８万２，６００円に対し、収入済額

が１４億６，４１４万３，０８３円で、収入率９９．５パーセントとなって

おります。収入未済額の７２８万１，１７７円は、介護保険料未済額であり

ます。不納欠損額６５万８，３４０円を介護保険法第２００条第１項の規定

により不納欠損処分としております。次のページをお願いいたします。 

歳出における支出済額は、１３億９，２４１万８，３７２円となり、予算
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総額１４億６，３５５万３，０００円に対して、９５．１パーセントの執行

率でありました。決算書の１４５ページをお開きください。 

実質収支に関する調書であります。歳入総額１４億６，４１４万３，０８

３円、歳出総額１３億９，２４１万８，３７２円で、歳入歳出差引額は７，

１７２万４，７１１円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はありません

ので、実質収支額は同額の７，１７２万４，７１１円となります。１４７

ページをお開きください。 

財産に関する調書でございます。３年度において基金利子７万７９円を介

護保険給付費基金に積み立てており、年度末残高は１億５，０２２万８，２

５１円となっております。令和３年度は第８期介護保険事業計画の初年度で

あり、おおむね順調な財務状況であります。次に成果報告書により説明いた

します。成果報告書の１３６ページをお開きください。 

１．決算の概要ですが、令和３年度介護保険事業における歳入額並びに歳

出額はここに記載をしておりますとおりでありまして、先ほど実質収支に関

する調書で報告をしたところでございます。 

２の歳入ですが、歳入総額に対する主な歳入割合につきましては、介護保

険料１９．３パーセント、国庫支出金２３．７パーセント、支払基金交付金

２４．５パーセント、県支出金１３．３パーセント、繰入金１４．５パーセ

ントとなっております。 

３の歳出につきましては、歳出総額の大部分であります９１．８パーセン

トを保険給付費が占めており、総務費１．４パーセント、地域支援事業等費

６．１パーセント、基金積立金０．０１パーセント、諸支出金０．８パーセ

ントとなっております。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書１３２ページから記載

をいたしておりますので、お目通しいただきますようよろしくお願いいたし

ます。以上で、令和３年度川棚町介護保険事業特別会計決算の説明を終わり

ます。 

（１１：３３） 

議 長 はい。次に、観光施設事業特別会計についての追加説明をお

願いします。産業振興課長。 

産業振興課長 はい。それでは、令和３年度川棚町観光施設事業特別会計の
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決算認定について、追加説明をいたします。決算書の１６１ページをお開き

ください。 

実質収支に関する調書であります。歳入総額１億１，０５０万８，４４１

円、歳出総額１億５０６万３，４４１円であり、歳入歳出差引額５４４万

５，０００円であります。翌年度へ繰り越すべき財源は、繰越明許費繰越額

が５４４万５，０００円であります。実質収支額はゼロとなっております。

次に決算書の１５０ページ、１５１ページをお開きください。 

歳入は不納欠損額、収入未済額ともにゼロであります。次のページをお開

きください。 

歳出についてでありますが、支出済額１億５０６万３，４４１円は、予算

現額の約８３．５パーセントの執行率でありました。それでは、成果報告書

の１５１ページをお開きください。 

第一 総括の１．決算の概要につきましては、令和３年度観光施設事業に

おける歳入総額及び歳出総額を記載しておりますが、先ほど実質収支に関す

る調書でご説明をしたところであります。 

次に、２．歳入につきましては、歳入総額に対する諸収入の占める割合は

２４．６パーセントで、一般会計繰入金が７５．４パーセントであります。

なお、歳入総額に対する観光事業収入の割合は６．５パーセントでありま

す。前年度と比較しますと、９．７パーセントの減となっております。観光

事業の収入につきましては、成果報告書の１５２ページに記載をしておりま

すとおり、指定管理者基本協定書に基づき納付されている観光事業収入であ

りますが、前年度納付額と比較し約１，３９０万円の減となっております。

当初予算額に対して、決算額は７１８万２，９８８円となった理由といたし

ましては、指定管理施設でありますくじゃく荘につきましては、昨年度に引

き続き新型コロナウイルス感染症の拡大による影響を大きく受け、令和３年

４月から６月の６０日間、８月から９月の３０日間の臨時休館を余儀なくさ

れております。その後、一旦落ち着いた９月下旬から、長崎県割「ふるさと

で“心呼吸”の旅」キャンペーン事業の実施に合わせ、本町独自の宿泊キャ

ンペーン事業により、１２月時点までは宿泊客の回復が見られましたけど

も、年明け早々全国的にオミクロン株による感染拡大となり、長崎県におい

てまん延防止等重点措置が適用され、１月２６日には県下全域がまん延防止
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等重点措置区域に指定され、くじゃく荘におきましては、１月２４日から３

月６日までの間、休館を余儀なくされたことによる利用者の減少が主な原因

となっております。 

成果報告書の１５１ページに戻っていただきまして、３．歳出につきまし

ては、歳出総額のうち、観光施設事業費の割合が８３．４パーセント、公債

費が１６．６パーセントであり、予備費の支出はありません。決算書には歳

入歳出決算事項別明細書を添付しておりますが、説明は省略させていただき

ます。後ほどお目通しをしていただければと思っております。以上、説明を

終わります。 

（１１：３９） 

議 長 はい。次に、下水道事業会計についての追加説明を求めま

す。水道課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、認定第６号「令和３年度川棚町下水道事業

会計決算」についてご説明いたします。決算書の１１ページをお開きくださ

い。 

１．概況の（１）総括事項ですが、令和３年度における川棚町下水道の整

備状況は、処理区域面積が３１８．８ヘクタールとなりました。 

年間総有収水量は８１万７８１立方メートルで、前年度に比べ１万３，０

７６立方メートルの減少となっております。この有収水量につきましては、

一般以外全ての用途、事業所、学校、官公署で減少をいたしておりますけれ

ども、特に官公署では１万１，４４７立方メートルの減少となっておりま

す。次に、経営の状況についてです。決算書１、２ページをお開きくださ

い。 

収益的収入及び支出について消費税込みの金額であります。収入の第１款

下水道事業収益の決算額は、４億４，０１１万１，２０４円であります。支

出の第１款下水道事業費用の決算額は、４億２，９９６万５，１４６円であ

ります。次のページをお開きください。 

資本的収入及び支出について、消費税込みの金額であります。収入の第１

款資本的収入の決算額は、２億５，９９６万６，０００円であります。支出

の第１款資本的支出の決算額は、４億９６１万３９３円です。また、翌年度

への繰越額４，４２１万円は地方公営企業法第２６条の規定による繰越額
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で、去る６月議会定例会において繰越計算書の報告をいたしましたとおり、

下水道ストックマネジメント計画策定及び浸水シミュレーション業務、川棚

浄化センターの改築・更新実施計画、耐震化実施計画業務に係るものでござ

います。 

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額につきましては、

４ページの表下に記載のとおり補填を行っております。次に決算書５、６

ページをお開きください。 

このページには損益計算書を記載しております。５ページの最下行に記載

のとおり、本年度の経常利益は５６０万４，９８５円であります。６ページ

に記載のとおり、前年度の繰越欠損金が３，２８９万８，１９４円でありま

すので、当年度分の未処理欠損金は２，７２９万３，２０９円となります。 

７、８ページには剰余金計算書、９、１０ページには貸借対照表、１１

ページから１６ページには事業報告書を記載しております。１７、１８ペー

ジにはキャッシュフロー計算書、１９、２０ページには固定資産明細書、２

１ページから２６ページには企業債明細書、２７ページから３１ページには

収益費用明細書及び資本的収支明細書を記載しておりますが、説明は省略さ

せていただきます。以上で説明を終わります。 

（１１：４３） 

議 長 はい。引き続き、水道事業会計の追加説明を求めます。水道

課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、認定第７号「令和３年度川棚町水道事業会

計決算」についてご説明をいたします。決算書の１１ページをお開きくださ

い。 

１．概況の（１）総括事項です。令和３年度における川棚町上水道の給水

状況は、給水区域内人口１万３，４１８人で、その約９９．８パーセントに

あたる１万３，３８９人に給水をいたしました。年間総配水量は２０６万

９，５４７立方メートルで、前年度に比べ３万８，６０５立方メートルの増

加となっております。 

年間総有収水量は、１８６万４，１４１立方メートルで、前年度に比べ３

万５，６８３立方メートルの増加となっております。また、有収率につきま

しても前年度に比べ０．１ポイント増加し、９０．１パーセントとなってお
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ります。この有収水量の増加につきましては、工場での増加が主なものであ

り、約４万立方メートル増加をしております。次に、経営の状況についてで

す。決算書１、２ページをお開きください。 

収益的収入及び支出について、消費税込みの金額であります。収入の第１

款水道事業収益の決算額は、３億４，２８５万１，４７２円であります。支

出の第１款水道事業費用の決算額は、３億３，９７７万２，７７８円であり

ます。次のページをお開きください。 

資本的収入及び支出について、消費税込みの金額です。収入の第１款資本

的収入の決算額は０円であります。支出の第１款資本的支出の決算額は、

９，８１１万５，２０５円であります。なお、資本的収入額が資本的支出額

に対して不足する額につきましては、４ページの表下に記載のとおり補填を

行っております。５、６ページをお開きください。 

このページには損益計算書を記載しております。５ページ最下行に経常利

益を記載しておりますが、５５万４，４９４円の経常利益となっておりま

す。６ページでの前年度繰越利益剰余金を加算した６，１３１万３，２９６

円が当年度未処分利益剰余金となっております。 

７、８ページには剰余金計算書、９、１０ページには貸借対照表、１１

ページから１６ページには事業報告書を記載しております。１７、１８ペー

ジにはキャッシュフロー計算書、１９、２０ページには固定資産明細書、２

１、２２ページには企業債明細書、２３ページから２７ページには収益費用

明細書及び資本的収支明細書を記載しておりますが、説明は省略させていた

だきます。以上で説明を終わります。 

（１１：４７） 

議 長 はい。ただいま各会計についての説明を受け、このあと質疑

を行いますが、決算内容については成果報告書にも詳しく記載をしてあり、

監査委員による決算審査意見書等もお手元に配付をされております。さら

に、決算審査特別委員会に付託する予定でありますので、この点お含みの

上、各会計の歳入・歳出及び全般にわたり、政策的なもの、あるいは総括的

なものとなるようご協力をお願いをいたします。 

議 長 ここでしばらく休憩をいたします。 

（１１：４８） 
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（…休  憩…） 

（１３：００） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 これから質疑を行いますが、議事整理上、一般会計と特別会

計の会計ごとに分けて質疑を行います。なお、川棚町議会会議規則における

質疑に関する規定では、質疑回数は１議題につき３回との原則であります

が、会計ごと３回までの質疑を許可する議事運営といたします。  

議 長 それでははじめに、認定第１号「令和３年度川棚町一般会計

決算認定」に対する質疑を行います。堀田議員。 

１ ３ 番 堀 田 １３番、堀田です。今日もらった令和３年度決算補足資料の

８ページになりますけど、８ページの扶助費が令和２年度と比べて大幅に上

がっております。こういった扶助費の増加の要因っていいますかね、そう

いったものを、どういったことでそういうふうに増加がなっていったのかお

尋ねします。 

それともう一つ、結婚新生活支援事業で決算書の３７ページ、地域づくり

事業費の結婚新生活支援費ですね、これが令和３年度の予算では３００万の

予算が組んであったと思いますけど、この１８３万ですかね、の結果になっ

たというのは、件数が少なかったのか、あるいは申込数といいますかね、そ

ういう情報発信ができていないためにこういったふうに少ない結果になって

しまったのかお尋ねをします。 

議 長 企画財政課長。 

企画財政課長 はい。議員の質問にお答えいたします。まず、補足説明資料

８ページの扶助費につきまして、令和３年度決算における主要施策の成果報

告書の８ページをご覧ください。今回、扶助費がおっしゃるように急激に伸

びておりますが、その要因としましては（３）住民税非課税世帯等に対する

臨時特別給付金事業費や子育て世帯への臨時特別給付金給付事業費、こちら

の昨年度コロナも関係します国の給付事業、こちらが主な増加の要因となっ

ております。 

そして、二つ目のご質問にありました結婚新生活の支援事業につきまして

は、大変恐縮ですがちょっと今手元に資料を持ち合わせておりませんので、

改めてご回答させていただきたいと思います。 
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議 長 ほかに質疑はありませんか。山口議員。 

６ 番 山 口 成果報告書で２点ほどお尋ねしたいんですが、成果報告書の

４８ページなんですが、自治会の敬老事業等補助金というのでですね、これ

が昨年度新たに始まった制度なんですね。いわゆる敬老事業を廃止して自治

会の敬老事業に補助金をやると。そしたら、これが結果を見れば、いわゆる

２６地区に、金額は別個に２６地区に支出したと。そしたら地区からいけば

３７地区なんですけども、国病を除けば実質的には３６地区であろうと判断

されるんですけども、ではその１０地区が全くこれに入っていないというの

は、何か制度的に何らかの申請その他が難しい面があったのかどうか、それ

とも１０地区は従来からやっていないから、そのまま素通りしたのか、そう

いったことの調査はされたのかというのが１点です。 

それから、全体的なことでこれも成果報告書からなんですが、１０４ペー

ジから１０９ページまで、災害復旧費なんですが、それは例えば１０４ペー

ジでいけば、いわゆる農林水産施設の災害復旧費というのが、いわゆる農地

１５か所、農業施設２２か所の工事は、未契約にて翌年度へ繰り越したと。

それから土木の１０８ページですが、これも災害復旧のところで、一部区間

において工事を発注したが、全て翌年度へ繰り越したと。非常に災害復旧に

しては、迅速かつ、まあそれに対応するのが正常だろうと思うんですが、こ

の２か所とも、翌年度の繰越しとか、未契約とか、そういうのが載ってるわ

けですけども、これは何かそういう未契約に至った要因とか、翌年度に繰り

越さなければいけなかった理由というのは何らかあるのか、結果的に翌年度

に繰り越せば、災害がもし重なった場合に、同じ場所がまた更に災害が広が

る可能性がある。まあそういったところ考えれば、迅速に対応すべきだった

のじゃないかという判断をするんですが、そこら辺はどう考えておられるの

か。以上です。 

議 長 長寿支援課長。 

長寿支援課長 はい。自治会敬老事業費事業等補助金についてお答えをいた

します。先ほど言われたとおり、実施請求をされていない地区がいくらかご

ざいます。そこの請求しなかった、もしくは事業をしていないというような

理由はですね、調査はしておりません。また、平島地区においては４地区ご

ざいますけれども、これは１団体として、まとめて１丁目から４丁目まで合
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同でされておりますので、請求は１か所となっております。今後も総代会等

で説明をし、なるべく活用しやすいような事業にしていきたいと思っており

ます。以上です。 

議 長 産業振興課長。 

産業振興課長 はい。質問にお答えをいたします。今回未契約繰越し、あと

繰越しが結構数が多い、それは災害でありますので、本来は迅速に対応をす

るべきものだということでのご質問であったかと思います。この災害につき

ましては、８月の豪雨によりまして被災を受けております。その後、設計等

を行いまして、査定が１１月後半ぐらいまで国の査定が延びまして、それか

らいざ発注となりますと、やはり工期が足りません。ですので、３月一杯ま

での工期としてまずは発注を行うという形を取っています。どうしてもやは

り標準工期では足りなくなりますので、その分を含めたところで契約した分

については繰越し。あと未契約繰越しにつきましては、当初予算はないんで

すけども、被災を受けた時点で補正を組みます。その補正につきまして、ど

うしても契約できないという部分もありましたので、その分の額を未契約繰

越しとして繰り越しているような状況です。これは農林災も公共土木災も同

じようなパターンであるということです。以上です。 

議 長 ほかに。小田議員。 

７ 番 小 田 はい。７番小田です。先ほどの山口議員の質問にちょっと関

連をするわけですけども、敬老事業に対してですね。この敬老事業をです

よ、支出が１５３万８，０００円、１人１，０００円単位で補助をするとい

うことで、１，５３８人という推測をいたしておりますけども、川棚町全体

で対象となられる７５歳以上の方が何人いられるのかというのを１点と、そ

れと各地区で事業をされたと思いますけども、どのような事業に取り組まれ

たのかというのと、もう１点ですね、この事業を行うのには各地区からの７

５歳以上の名簿の提出が必要であるということですが、この名簿というのを

各地区でまとめるのはなかなか大変な地区もあると聞いておりますので、町

から各地区へ７５歳以上対象者の名簿の開示ができないかというのをお尋ね

いたします。以上です。 

議 長 長寿支援課長。 

長寿支援課長 はい。質問にお答えします。まず、７５歳以上の人口なんで
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すけれども、今年の８月末で１，８７９名の方が対象の人数となっておりま

す。それから、どのような事業があるのかということなんですけれども、主

にお祝い金ですね。ギフトカードの配布であるとか、記念品、饅頭であると

か、エレナのギフトカードとか、そういったものが多いようです。それから

弁当の配布ですね、そういったものの費用の一部にされているところが多い

ようです。大体同じような請求をされた地区については主に先ほど言ったよ

うな内容が多いようです。 

それから、名簿の提出についてなんですけれども、これは個人情報等もあ

りますので、一概にここでもう出せますよとはちょっとお答えできませんの

で、持ち帰って、また研究をしてみたいと思います。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第１号「令和３年度川棚町一般

会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１３：１２） 

議 長 続きまして、認定第２号「令和３年度川棚町国民健康保険事

業特別会計決算認定」に対する質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。認定第２号「令和３年度川棚町国民健康保険事業特別会計決算認定」の

質疑を終わります。 

（１３：１３） 

議 長 続きまして、認定第３号「令和３年度川棚町後期高齢者医療

特別会計決算認定」に対する質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 ありませんか。質疑なしと認め、これで認定第３号「令和３

年度川棚町後期高齢者医療特別会計決算認定」の質疑を終わります。  

（１３：１３） 

議 長 次に、認定第４号「令和３年度川棚町介護保険事業特別会計

決算認定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第４号「令和３年度川棚町介護

保険事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１３：１４） 

議 長 続きまして、認定第５号「令和３年度川棚町観光施設事業特

別会計決算認定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで認定第５号「令和

３年度川棚町観光施設事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。  

（１３：１４） 

議 長 続きまして、認定第６号「令和３年度川棚町下水道事業会計

決算認定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで認定第６号「令和

３年度川棚町下水道事業会計決算認定」の質疑を終わります。  

（１３：１５） 

議 長 次に、認定第７号「令和３年度川棚町水道事業会計決算認

定」に対する質疑を行います。山口議員。 

６ 番 山 口 はい。成果報告書の監査の意見書の７ページにあるんです

が、７ページのむすびのところのですね、よろしいでしょうか、むすびのと
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ころの真ん中くらいにですね、ちょっと読み上げますが、「給水収益の減少

に加え、事業費用のうち営業費用の浄水費・配水給水費の増加により、収益

面は低下している。」とあるんですよね。そうすれば、今後こういうふうな

現象が続いてくれば、これは結果として町民の負担、いわゆる上水道の料金

値上がりにつながる可能性も出てくると、まあそういった点こういうふうに

指摘されてますが、この点についてはどう考えているのかちょっとお尋ねし

たいと。 

議 長 水道課長。 

水 道 課 長 はい。お答えします。水洗化や人口の減少に伴いまして、有

収水量というのは減少傾向にあることは承知をしております。ただ、今現在

黒字の状況でございますので、水道料金の値上げについてはまだ検討をして

いる段階ではございません。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。水谷議員。 

１ ２ 番 水 谷 素朴な質問で大変申し訳ないんですが、監査委員さんの決算

意見書の中に、水道会計と下水道会計があるんですが、もう一つ議案の中の

認定では、第６号に下水道、第７号に水道とあるんですけど、これの順番は

何か決まっているのかどうかを確認をしたいんですが。意味がわかりますか

ね。 

議 長 はい、水道課長。 

水 道 課 長 この分につきましてはすみません、私の方で調整できること

ではございませんので、議会事務局の方で、すみませんお願いします。 

事 務 局 長 議会事務局からです。議事日程はあくまでも議事整理上で順

番で作っておりますので、直接の関係はございません。 

議 長 はい、水谷議員。 

１ ２ 番 水 谷 できるだけ監査委員さんの報告とですね、議案と、逆さまに

なってしまうもんですから、できれば同じ方向がいいなという気持ちで質問

しました。以上です。 

事 務 局 長 はい。今後ちょっと考慮してみます。以上です。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。長寿支援課長。 

長寿支援課長 はい。申し訳ないです。先ほどの自治会の補助金の関係で、

７５歳以上の人数を１，８７９とお答えしましたけれども、２，４３３の間
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違いです。すみません。お詫びして訂正いたします。 

議 長 はい。ほかに質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 よろしいですね。質疑なしと認め、これで認定第７号「令和

３年度川棚町水道事業会計決算認定」の質疑を終わります。  

（１３：２０） 

議 長 お諮りします。ただいま議題となっております、認定第１号

「令和３年度川棚町一般会計決算認定」から認定第７号「令和３年度川棚町

水道事業会計決算認定」は、更に予算の執行状況、その他内容的に審査を加

える必要があろうかと思われますので、１２人の委員で構成をする決算審査

特別委員会を設置し、これに付託したいと思いますが異議ありませんか。  

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第１号から認定第７

号までの令和３年度各会計決算認定については、１２人の委員で構成をする

決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定をいたし

ました。 

（１３：２２） 

議 長 決算審査特別委員会の委員の選任については、川棚町議会委

員会条例第７条第４項の規定によりまして、議長が会議に諮って指名する

ことになっております。 

決算審査特別委員会の委員は、ただいま配付をいたしました決算審査特別

委員会名簿のとおり、議長を除く議員１２人を指名したいと思いますが、こ

れに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名をしました
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議員を決算審査特別委員会委員に選任することに決定をいたしました。  

（１３：２３） 

議 長 ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員長及び

副委員長の選任については、このあと休憩をいたしますので、川棚町議会

委員会条例第９条第１項の規定により、第１委員会室において委員会を開

き、正副委員長を互選していただきたいと思います。併せて、分科会審査

区分等の決定もお願いをいたします。 

なお、委員会での決定事項につきましては、委員長から議長まで報告をお

願いをいたします。 

議 長 それではここで、しばらく休憩をいたします。 

（１３：２３） 

（…休  憩…） 

（１３：３３） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 ここで、長寿支援課長より資料の訂正について発言の申し入

れと、先ほど質疑のありました企画財政課長より、決算書３７ページの結婚

新生活支援事業について、説明したいという申し入れがあっておりますの

で、これを許可いたします。長寿支援課長。 

長寿支援課長 はい。成果報告書の１３６ページをお開きください。１３６

ページ、第一 総括の１の決算概要の４行目になります。「収入未済額は、

介護保険料未納額７，２８１千円である。」としておりますけれども、この

「７，２８１」を「７，９４０」、「７，９４０千円」に訂正をしていただ

きたいと思います。度々訂正で申し訳ありません。訂正してお詫びいたしま

す。 

議 長 はい。続きまして、企画財政課長。 

企画財政課長 はい。堀田議員の結婚新生活支援事業費の予算３００万に対

して決算が１８３万７，０００円ということで、ここの状況についてご説明

いたします。こちらの３００万の予算の内訳ですが、川棚町結婚新生活支援

事業支援補助金ということで、新婚生活を送られるご夫婦への補助金が内容

となっております、３００万円は。で、具体的な内訳としましては、最大６

０万円の給付事業になりますので、６０万円かける５組ということで、当初
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想定をしておりました。実績としましては、５組は５組なんですが、補助事

業費が６０万には達しておりませんので、結果的に実績として１８３万７，

０００円ということの実績となっている状況でございます。情報発信につき

ましても、今、町としましてはホームページでの掲載、そして町の広報誌に

よる情報発信ということで取り組んでおりますが、更なる利活用をいただき

たいというところで、県の方でも結婚の相談窓口もありますので、そういっ

たところとも連携をしながら、こういう制度の周知に努めてまいりたいと考

えております。以上です。 

議 長 はい。先ほど、決算審査特別委員会の正副委員長が次のとお

り決定した旨の通知を受けましたので、報告をいたします。  

委員長に山口隆委員、副委員長に小田成実委員。以上のとおりでありま

す。 

決算審査特別委員会での付託区分及び日程案については、ただいまお手元

に配付しております決算審査付託区分表及び決算審査日程表のとおりであり

ます。 

決算審査特別委員会では十分な審査を行っていただき、本定例会最終日ま

でに審査報告書の提出をお願いをいたします。 

以上をもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。  

本日はこれにて散会といたします。ご起立願います。お疲れ様でした。  

（１３：３６） 
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